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研究成果の概要（和文）：本研究は、インド舞踊のグローバルな隆盛におけるスリランカ系タミル人の関与に着
目し、国内・海外の研究協力者と協働してインド・欧米諸国・東南アジアの動向を有機的に結びつけ、その実態
を全体関連的に把握することを目的とした。バラタナーティヤムのグローバルな受容動向とスリランカ系タミル
人ディアスポラの動態に関する文献研究をふまえ、1）芸能の継承を通じたコミュニティの強化と再編、2）実演
家たちの移動とグローバルなネットワーク、3）新たな協同関係のなかで生じている「タミル化」の進展、とい
う視点からフィールドワークを実施し、その現状を明らかにした。国際学会・ワークショップでの研究発表によ
りその成果を公表した。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on involving the Sri Lankan Tamils in Indian dance 's 
global prominence. It studied organically related developments in India, Southeast Asia, Europe and 
North America in conjunction with domestic and overseas research partners to establish a systematic 
approach to the study of the situation. The aim of this analysis was to get a comprehensive and 
appropriate understanding of the realities of the situation. In addition to a literature review on 
the global acceptance of Bharatanatyam and the dynamics of Sri Lankan Tamil immigration, special 
attention has been paid to the following perspectives: i) the strengthening and transformation of 
the culture through the transmission of Indian performing arts, ii) the performers and their global 
networks, iii) the growth of the "Tamilisation" that is taking place ii. At international workshops 
and international conferences several papers based on the findings were presented. 

研究分野：芸能人類学、南アジア地域研究

キーワード： インド舞踊　グローバル化　バラタナーティヤム　スリランカ系タミル人ディアスポラ　グローバル・
ネットワーク　タミル化　タミル人性　アイデンティティ

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的・社会的意義は、インド舞踊の事例からグローバル化をめぐる議論において看過されがちなマイ
ノリティの関与に注目し、芸能のグローバルな発展をディアスポラたちの文化継承として捉えるだけでなく、イ
ンド・欧米・東南アジアにおける具体的な動向を有機的に結びつけ、人の移動と文化接触による影響や難民とホ
スト社会との摩擦や軋轢といった現代的な課題を考える上での新たな視点をもたすことにある。本研究の成果
は、「芸のキャリア」として実演家個人に着目する視点を実証し、マルチ・サイト民族誌の手法を用いて彼らの
ネットワークと媒介者の役割が芸能のグローバル化の実態を捉える際に有益であることを明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 2000 年以降、急速に進展したグローバル化は、インド社会に様々な影響を与えただけでなく、
インドの音楽・舞踊文化を取り巻く環境にも大きな変容をもたらした。その変化とは、上演形
態・演目・楽器・振り付け・衣装などの技術的・物質的側面だけでなく、それらを支えてきた
経済的基盤や実演家とパトロンとの間の社会関係、欧米諸国への人の流動化に伴う実演家の演
奏活動のグローバルな拡大、さらにはインターネットなどのメデイア技術の発展・浸透による
表象にも如実に表れている。 
 インドの音楽・舞踊文化に関する従来の研究は、音楽・舞踊を地域社会と明確に分離するこ
となく、伝統に根ざす文化実践としてその歴史や芸態を厚く記述してきた（cf. Kothari 2000; 
Neuman 1980; Wade 1983）。しかしながら、今日のインドの音楽・舞踊文化は、国内はもとより
インド系ディアスポラを中心にグローバルに受容され、また演じる側と様々な資本とが結びつ
くことによって多様な形で商品化・消費され、かつインドに環流している。同時に、グローバ
ルな空間においては、受容をめぐるポリティックスを通じてラベル化され、新たな意味づけや
宗教実践が思わぬ形で生起するエージェンシーにもなっている。 
 このような状況に関して、グローバル化の影響を考慮した近年のインド芸能研究（cf. 
Chakravorty 2009; Chakaravorty & Gupta 2010; Charsley & Kadekar 2006）は、形式の多様化や環境
の変化、新興中間層による消費については論じるものの、グローバルな隆盛を支える多様なネ
ットワークや新たに刻印される価値づけの影響を看過している。また当該地域の移民コミュニ
ティを分析対象とはするものの、欧米のインド人社会で実践されている芸能の変化に関心が偏
り（cf. Farrel 2005; Thobani 2017）、「人の移動」を中心軸にした地域ネットワークの変化や
メガシティからグローバル・ネットワークへと拡がっている地平が捉えられていない。グロー
バル資本主義の影響による都市中間層の受容動向に関する従来の研究を補完する意味で、メガ
シティと欧米諸国や東南アジアを往来する実演家たちの実態と新たなネットワークについての
実証的な研究が不可欠であり、さらに両者を総合した研究へと発展させることが求められる。 
 
 
２．研究の目的 
 
 インドの舞踊文化は、国内だけでなく世界中に拡散するインド系ディアスポラを中心にグロ
ーバルに受容されている。本研究は、インド舞踊（ここではバラタナーティヤム）のグローバ
ルな隆盛に関する議論において、これまで注目されてこなかったスリランカ系タミル移民の関
与に注目し、国内外の研究協力者との協働により、インド・欧米諸国・東南アジアにおけるそ
の動向を有機的に結びつけ、全体関連的に把握することを目的とした。とくに、1）実演家の移
動を基軸としたグローバル・ネットワークの確立、2）ホスト社会やグローバルな政治・市場と
戦略的にかかわりながら、古典舞踊の継承を通じたコミュニティの強化・再編の動向、3）ホス
ト社会の文脈のなかでナショナル化・南アジア化されたインド舞踊が新たな協同関係のなかで
「タミル化」へと再々構築している実態、これらを実証的に明らかにすることを目指した。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、研究組織の構成員 3名（研究代表者、国内研究協力者 1名、海外研究協力者 1名）
と海外情報提供者 3名による(a)資料収集と文献研究、(b)現地調査による研究を進めた。申請
時には、4 名の海外研究協力者との協働を予定していたが、諸事情により調整がつかず、内 3
名には情報提供者として国際学会で面談した際に各自の調査地の情報提供を求め、意見交換を
行った。なお、構成員の所属と役割分担は、本研究課題終了時の 2020 年 3月時のものである。 
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研究 
代表者 

竹村嘉晃 
 

国立民族学博物館・外来研究員 シンガポールのスリランカ系タミ
ル移民社会と芸能調査 

国内研究

協力者 
寺田吉孝 
 

国立民族学博物館・教授 カナダのスリランカ系タミル移民

社会と芸能調査 
海外研究

協力者 
Ann N. David ローハンプトン大学舞踊学部・ 

教授（イギリス・ロンドン） 
欧州のスリランカ系タミル移民の

宗教・芸能調査 
海外情報

提供者 
Ketu Katrak カリフォルニア大学アーヴァイン

校演劇学部・教授（アメリカ・ア

ーヴァイン） 

アメリカのインド芸能とスリラン

カ系タミル移民の影響に関する実

態 
〃 Munjulika 

Rahman 
ウィリアム大学舞踊学科・助教 
（アメリカ：ウィリアムズタウン） 

マレーシアのスリランカ系タミル
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〃 A. P. Rajaram プレジデンシー大学パフォーミン
グ・アーツ学科・助教 
（インド・コルカタ） 

南インドのスリランカ系タミル移

民の流動とネットワークに関する

実態 
 
 本研究は、プロジェクト全体と関わる文献研究をふまえ、研究代表者と研究協力者が個々に
進めてきた、1）スリランカ系タミル移民コミュニティにおけるバラタナーティヤムの受容に関
する実態調査の継続、2）比較事例を参照するために海外情報提供者からの調査地の状況に関す
る情報収集、3）多国間を包摂する「スリランカ系タミル人ネットワーク」と実演家のグローバ
ルな移動に関する調査を行った。これらの調査研究を通じて、特定地域における現地調査を基
点にしつつ、時間軸（過去と現在）、空間軸（インド・スリランカ・欧米諸国・東南アジア）、
社会軸（故地・ホスト社会・移民社会）を交差させながら、中心軸となるスリランカ系タミル
移民を相対化し、かつ総合的に向かう方法論の確立を目指した。 
 こうした総合化の必要性は、インド芸能のグローバルな隆盛を扱う近年の研究の多くが大都
市のとくに中間層の受容に関心を集中させていることや、マクロな視点からのグローバル資本
主義の影響やミクロな特定地域におけるディアスポラの実態報告にとどまり、インド-スリラン
カ-欧米諸国-東南アジアを含めた大きなネットワークにおけるつながりや関係の複数・多層性
にまで視野が及んでいない現状への反省から来るものである。 
 
 
４．研究成果 
 
 従来の研究が見過ごしてきたスリランカ系タミル人の関与に着目したことで、インド舞踊（バ
ラタナーティヤム）のグローバルな隆盛をめぐる多様な実態とそこで希求される「タミル人性」
の概念が明確になりつつあり、フィールドワークから具体的な事例の積み上げができた。 
 フィールドワークは、竹村がシンガポールとスリンランカで計 4回、寺田がカナダのトロン
トで 2回実施した。竹村は、シンガポールのスリカンカ系タミル人コミュニティの状況が欧米
とはかなり異なることを指摘し、植民地期に入植した旧移民（セイロン・タミル）とスリンラ
ンカの民族紛争後に移住した新移民（スリランカ・タミル）との間の相互交流が希薄であり、
旧移民の若い世代が教育・雇用の機会を求めて欧米に移住する傾向が強く、その結果コミュニ
ティが縮小し、バラタナーティヤムを自文化として継承するものの「タミル人性」やコミュニ
ティの再編を求める動きに結びついていないこと、また新移民のスリランカ系タミル人舞踊家
たちの作品やネットワークに「グローバル・インド」への指向性が伺えることを明らかにした。 
 寺田はカナダ・トロントでのフィールドワークから、スリランカ系タミル人コミュニティと
インド系タミル人コミュニティの両者の住み分けや摩擦を指摘し、前者では「タミル人性」へ
の希求が強く見られ、タミル語の演目を中心に公演が行われるだけでなく、同様の演目を上演
するタミル人舞踊家がインドから招聘され、ワークショップが盛んに開かれている実態を明ら
かにした。Ann はイギリス・ロンドンでのフィールドワークから、スリランカ系タミル人コミ
ュニティにおける「タミル化」の動きをもたらすアクターとしてヒンドゥー寺院の司祭を指摘
し、彼らが催事の場でバラタナーテイヤムの起源をデーヴァダーシー（寺院付の子女）の踊り
と位置づけ、ヒンドゥー神への奉納舞踊として再文脈化させている実態を明らかにした。 
 4 年間の研究では、スリランカ人研究者をコメンテーターに招いた研究会と国内研究者との
研究進捗状況の確認や情報共有の報告会を年度毎に 2度行った。プロジェクト全体として行っ
た大きな業績としては、2019 年 4 月 27 日に国立民族学博物館で東洋音楽学会西日本支部と共
同で行った国際ワークショップ“Globalization of Indian Dance: the Evolution of Bharatanatyam 
among Sri Lankan Tamils Communities”がある。国内・海外研究協力者を招聘して行った同ワーク
ショップでは、「タミル・アイデンティティ」という概念の検証を行い、北米・ヨーロッパ・シ
ンガポールにおけるスリランカ系タミル人のバラタナーティヤムの受容動態を比較検証した。
東洋音楽学会員の研究者が多数参加し、他地域の芸能をめぐる状況との比較など、非常に意義
のある意見交換が行われた。ここでの発表をさらに発展させ、2019 年 11 月にはシンガポール
（The 3rd Asian Consortium of South Asian Studies Conference, South Asia in Context: Genealogies 
and Trajectories）、12月にはスリランカのコロンボ（UVPA International Research Symposium - 2019 
in Collaboration with ICTM Research Group - Harvard University）で開かれた国際シンポジウムに
おいて研究発表を行った。これらの発表を通じて得た知見や参加者からの助言をふまえ、英文
ジャーナルへ投稿する論文の執筆を進めている。 
 本研究では、インド芸能のグローバル化をめぐってこれまで看過されてきたスリランカ系タ
ミル人の関与に注目し、その特徴や共通性、地域差などを明らかにすると共に、グローバル・
ネットワークに関わる媒介者の存在や初舞台公演（アランゲートラム）の社会的機能、芸能研
究におけるマルチサイト民族誌的な方法論の有効性を指摘した。そして、従来の研究のような
ディアスポラ・コミュニティ内の動態に視点をおくのではなく、媒介者や「芸のキャリア」［塚
田 2019］となる実践者個人が築きあげたネットワークからグローバル化の動態を描き出す具体
的な事例の積み上げができつつある。さらに、本研究を基盤とした研究プロジェクトが国際共
同研究加速基金に採択されたことも大きな成果であり、今後さらなる研究の発展が期待できる。 
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